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論 文 内 容 の 要 旨 
本論文は、環境 NPO に対して助成財団がどのような考え方と行動をとるべきかを研究したものである。 
以下、本論文の章だてに従って、論文内容を簡潔に述べる。 












































論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
本論文は、助成財団が環境 NPO に対して、いかなる支援内容や方法や体制を採れば、環境 NPO の成果
が持続的かつ最大化するのかを多面的な角度から分析した論文である。 

























 第二は、エージェントとしての環境 NPO の実態を詳細に分析した点である。環境 NPO の実態が解明
されなければ、最適なインセンティブ設計が実現できないからである。そこで、同氏は、関西圏の中
での環境 NPO を様々な資料から収集し、その統計的分析をおこなった。その成果として、環境 NPO
の財政規模が小さくかつ資金面において脆弱な組織であることおよび、地域ごとに、環境 NPO 活動が









る、助成財団と環境 NPO における情報の非対称性を実証した結果であるといえよう。 
 以上のような新しい理論的かつ実証的な知見を含む本論文は、高い評価に値するものといえよう。 
 課題としては、環境 NPO の活動に対する評価基準の明確化が不十分と言える。すなわち、環境 NPO
のカテゴリー化に基づいて、より具体的な評価指標の導入も進める必要があろう。ただし、何度も述
べたように、環境 NPO の活動は、地域の清掃活動から地球環境問題まで、きわめて多岐にわたり、そ
の成果に対する指標化もかなり難しく、同氏の力不足とは必ずしもいえない面もある。また、本論文
は、理論的・規範的分析と実証的分析の両方を進めているものの、その整合性がかならずしも取れて
いない面も指摘されよう。 
 しかし、助成財団の組織行動に関する文献がきわめて少ない中、ある程度の網羅性とともに、新し
い知見の創造に寄与している。本論文の評価は総合的にみて、当研究領域において十分な学術的水準
に達していると考えられる。 
 
